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ストリゴラクトン受容体の 2 つの機能：受容と分解 

 
ストリゴラクトン（SL）は、環境に対応して植物の枝分かれを制御する重要な植物ホルモンであり、

植物の根から放出されて共⽣菌であるアーバスキュラー菌根菌の共⽣を促進する役割も持つ。SL 受容
体 DWARF14（D14）はα/β加⽔分解酵素タンパク質で、D14 によって SL が分解されることが判ってい
た。2016 年に Yao らによって D14 複合体の X 線結晶解析が⾏われ、SL が加⽔分解され、この分⼦の⼀
部が D14 に結合する事で D14 の構造変化が起こり、シグナル伝達の下流の因⼦と結合できるようにな
るという仮説が提唱されたが、まだ疑問点が残されていた。今回筆者らは⽰差⾛査蛍光定量法（DSF）
を⽤いた評価により、加⽔分解されないが⽣物活性のある SL アナログでも D14 の構造変化が起こるこ
とを⽰した。また、D14 構造変化と SL の分解を経時的にトレースしたところ、構造変化は SL の加⽔分
解の前に起こる事を明らかにした。さらに、D14 の触媒残基の⼀つを変異させると、SL の加⽔分解が起
こらなくなるが SL シグナル伝達が起こることがから、D14 による SL 分解はシグナル伝達に必要ない事
を証明した。このことから、D14 は SL シグナルの活性化・不活性化の両機能をもつ受容体であること
が判った。酵素活性をもつ植物ホルモン受容体は他に例がなく、その役割が明らかとなって⾯⽩いと思
ったので紹介する。 
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要旨 

The perception mechanism for the strigolactone (SL) class of plant hormones has been a subject of debate because 

their receptor, DWARF14 (D14), is an α/β-hydrolase that can cleave SLs. Here we show via time-course analyses of 

SL binding and hydrolysis by Arabidopsis thaliana D14, that the level of uncleaved SL strongly correlates with the 

induction of the active signaling state. In addition, we show that an AtD14D218A catalytic mutant that lacks 

enzymatic activity is still able to complement the at d14 mutant phenotype in an SL-dependent manner. We conclude 

that the intact SL molecules trigger the D14 active signaling state, and we also describe that D14 deactivates bioactive 

SLs by the hydrolytic degradation after signal transmission. Together, these results reveal that D14 is a dual-

functional receptor, responsible for both the perception and deactivation of bioactive SLs. 


